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「明日のことまで思い煩うな」 マタイ 6：19-34         森島 牧人 牧師 
 

私たちの思い煩い・

悩みには、大きく分け

ると、二種類のものが

あると思います。一つ

は「過ぎ越し苦労」で

す。「もっと優しい言

葉をかけておけばよか

った」、「どうしてあの時に決断しなかったの

だろう」などと、すでに過ぎてしまった過去が

気になり、そこに心が捕らわれてしまうので

す。後悔と自責の念が消えなくて、しかし現状

を受け入れることもできず、悩みながら過ごし

ている人もいると思います。 

もう一つは「取り越し苦労」です。「新しい

職場でやっていけるだろうか」、「人間関係は

大丈夫だろうか」、「この会社は大丈夫か」、

「リストラなどのリスクは無いか」等々。こう

考え始めるとキリがありませんが、明日どうな

るのかを知ることができないために、私たちは

必要以上に思い煩い、悩むのです。 

 でもよく考えれば、これらはいずれも＜過去

＞や＜未来＞のことです。決して＜現在＞のこ

とではありません。つまり、そこに目を留める

ことができるなら、＜幸いに生きる＞ためのヒ

ントが、きっと見つかると思います。まず、耳

を澄ませて、神のみ声を聞いてみてください。 

さて、＜煩う＞という意味では、その中でも

多いのが富に関することではないでしょうか。

このことは、いつも私たちを魅惑し、人間の心

に、いかにも安定と安心感を与えるように見せ

かけ、私たちにすり寄ってきます。しかし、こ

れこそまさに、私たちの煩いのもとでありま

す。「あなたの富のあるところに、あなたの心

もあるのだ。」（マタイ6：21）と聖書にもあ

ります。たしかに私たちの思い煩いが富をもた

らし、またこの富がさらに思い煩いをもたらす

からです。私たちは、自分の生活を富によって

安定させようとし、その思い煩いによって思い

煩いをなくそうとするのですが、実際は、その

反対の結果に陥るようなことばかりをしている

のではと、思います。 

富を、誤って用いてしまうことがどうして生

じるかといえば、それは、私たちが富を「明

日」の安定のために用いようとするからでしょ

う。つまり、思い煩いは、常に明日に向けられ

ているからです。しかし富は、厳密な意味にお

いては、ただ「今日」という日（カイロス）の

ためにだけ、与えられているものなのです。で
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すから、明日の安定を計ろうとする私たちの期

待感が、私たちの今日（クロノス）を、こんな

にも不安定にするのです。 

「一日の苦労は、その日一日だけで十分であ 

る」と聖書は語ります。明日を全く神の手に委

ね、今日生きるために必要なものを受け取る者

だけが、真実の安定を得ることができるからで

す。毎日、その日（カイロス）に与えられるも

のを受け取る者こそが、自分を「明日」という

日（クロノス）から自由に出来るからです。な

ぜなら、明日のことを思うことが、私たちを、

果てしない思い煩いに巻きこんでいるからで

す。 

そもそも神は、私たちに、み子とともにすべ

てのものを与えて下さるはずではなかったの

か。ですから、「明日のことを思いわずらう

な」とのこの言葉は、生活の「知恵」や、「律

法」、また「戒め」として理解されるべきでは

ないのです。これは、ただ、イエス・キリスト

に関する「福音」としてだけ理解されるべきな

のです。つまり主イエスを「知って」・「服従

する」者だけが、この言葉から、主イエス・キ

リストの父の「愛の約束」と、すべてのものか

らの「自由」とを受け取ることが出来るからで

す。今や主の弟子には、もはや思い煩うことは

ないということを知るのです。なぜならば、私

たちは次の日、次の時（クロノス）のことを、

思い煩う必要は全くないからです。なぜなら、

神はこの世を支配しているからです。ですか

ら、私たちは、思い煩うことが不可能であるか

らこそ、思い煩うべきではないのです。つまり

私たちは、思い煩わないことによって、神の支

配を自分のものとすべきなのです。 

誰もが初めて通る＜人生の道＞です。でも、

その道を私たちは、たった一人で歩むのではあ

りません。＜あなたにとって一番良い道をわた

しは知っています＞と、そう教えてくださる方

が、いつもあなたと共におられるのです。「だ

から、明日のことまで思い悩むな。」と、そう

語ってくださる神が、あなたの守り手として共

にいてくださるのです。あなたのために、＜幸

いな明日＞を守られる神の平安が、共にありま

すように。 
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乳がんになって  高井 幾世

昨年の暮れに乳がんが見つかりうろたえる

ばかりの私でしたが、主に守られ多くの方々

に助けられ、無事治療を受けることができま

した。神様は怯える私の手をとり、その場そ

の場で支え導いてくださったことを心から感

謝いたします。 

 ちょうど昨年のクリスマス礼拝の前日、夫

との会話で婦人科検診の話になり、急に気に

なってチェックしたところ右胸にしこりがあ

ることに気づきました。ほんの数分前までは

全く想像だにしていなかったことです。不安

に襲われ頭が真っ白になりましたが、翌日教

会で西山姉と根岸姉からアドバイスと励まし

をいただきようやく心が落ち着きました。そ

の夜神様に導かれるように、同じ病気になら

れた職場の先輩に電話をしました。幸いにも

彼女から詳しい話を伺うことができ、病院も

紹介していただきました。次の日にその病院

で診察を受け、超音波検査の結果、ほぼ乳が

んに間違いないだろうと言われました。早期

ではあるものの手術はしなければならないと

のことで、先生はその場で年内ぎりぎりに県

立がんセンターの予約を入れてくださいまし

た。涙目になりながらも、優しく丁寧に説明

して下さる先生の言葉にうなずきつつ、早い

段階で病気が見つかり年末年始の慌ただしい

中最短で治療の道筋をたてていただけたこと

を感謝せねばと思いました。 

 そして昨年最後の礼拝の後、白井姉に以前

勧めていただいた酵素玄米のことをお聞きし

ました。白井姉は玄米食のことだけではな

く、がんに関する本や治療法についても教え

てくださり、それらによって身体が備えられ

ました。また、はじめての手術に怯える私に

お手紙やメッセージを書いてくださり、力づ

けてくださいました。その後、精密検査もス

ムーズに進み、入院も 2 月半ば過ぎに決まり

ました。羽入田ご夫妻や白根兄をはじめ教会

の皆さんにはたくさんのお祈りと励ましをい

ただき、惠牧師には「執刀してくださる先生

とともにイエス様がいてくださいますよう

に」と祈っていただきました。手術日当日は

信頼する主治医の先生や優しい看護師さんに

囲まれ、私より１歳年上とおっしゃった麻酔

科の先生と６４年の東京オリンピックの話を

して意識がなくなり、気づいたときは手術は

終わっていました。リンパへの転移もなく、

５日で退院できました。また手術前のＣＴ検

査で卵巣腫瘍の疑いがあると言われ心配して

いましたが、術後しばらくしてＭＲＩを受け

子宮筋腫であることがわかりました。神様は

臆病者の私を憐み守ってくださいました。コ

ロナ感染防止のため 1 か月延期になった放射

線治療も、夫が毎日車で送ってくれ無事受け

ることができました。 

 今回乳がんになって一つ一つのことを振り

返るとき、神様は見えない御手をもって導い

てくださり、多くの方たちに支えられたこと

を感謝せずにはおれません。緑内障もあり視

力の衰えを心配するものですが、試練や苦し

みのときも主がともにあって助けてくださる

ことを信じ、これからも主にある希望に生き

ていきたいと思います。 

 

 

 

 

「神はわれらの避け所、また力。苦しむと

きそこにある助け」（詩編４６・１） 
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人 生 教 訓 ･･･ 三浦綾子さんから学ぶ   根岸千恵子 

喜びよりも苦しみの多いのが人生かもしれ

ない 

その苦しみに合うたびに 絶望していては 

生きていくことができない 

日常生活の中で 他人の表情やそぶりを 自

分の先入観や偏見で 意外な誤解をして暮らし

ているかもしれない 

とにかく人間が誤りやすいものであること

を自覚すること それは人生にとって非常に大

切である 

苦難によって人間は鍛えられる. 苦難の中

でこそ人は豊かになれる 

その苦難を感謝し 他者の苦難を思いやる者

でありたい. 心のしこりを融かすものは 寛容

であり 愛であり 共に荷を負ってくれる忍耐

である 

人間はどれほど他者を許したかで その人間

の価値がわかるともいわれている 

自分の罪がわかった時 大きな平安と 神が

見えてくる. 私たちは自分では心優しいつも

りでも 意外に他人の心を傷つけて生きている

ものだ 

立派なひとほど 他人を誹らない. 寛容なの

だ. 秀すぐれた人間というのは他の人が愚か

には見えぬ人間のことだろう 

人が愚かに見え 欠点が多く見えるうちは自

分がたいして立派ではないということなのだ

ろう 

人間には考えられない不思議なことも予想

して 自然は造られているのに 核廃棄物のよ

うな洗いようにも消しようにもない毒素を造

って 地上のすべてのものを冒している そん

なことを考えると 人間の愚かしさに腹が立つ       

三浦綾子さんの言葉より抜粋 

(13 年間闘病生活を送り、その間キリ

スト教の洗礼を受け、77 歳で逝去） 

私は仰せを心に修めて、あなたに対して 過

ちを犯すことのないように全てを委ねて 御旨

のままに従うものでありますようにと 祈りな

がら 罪多き日々を過ごしているのです。主よ

り他に依りたもうものはなく、見捨てないで

ください と 願うのです。 
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喜びの一日     西山 律子 

 疲れて帰宅した夫と私の目の前に、温かい

茶碗蒸しとお茶が「どうぞ」と笑顔と一緒に

出てきました。3 か月ぶりにわが家に来た息子

と孫が、一生けんめい作ったものです。世界

一美味しい、嬉しいものでした。 

 そして「大きくなったら電車の運転手さん

になりたいな」という 1 年生の孫は、おもち

ゃの電車や新幹線を走らせて、私たちを旅に

連れて行ってくれました。金沢文庫から横

浜、新横浜から京都へ、運転しながらアナウ

ンスする孫も嬉しそうです。景色を想像しな

がら私たちも楽しい旅気分を味わいました。 

 主がくださった喜びの一日でした。 

 夫が 1 年半前に脳出血で入院し、高次脳機

能障害という軽い後遺症がありますが、日常

生活はもと通りとなりました。今日まで守ら

れ全てのことを益としてくださる主に感謝で

す。 

 今の思いを讃美歌 21－8 番の讃美で表した

いと思います。 

 ♪いつくしみ深き み手に委ねん、 

  この身も心も、日々の糧も、 

  共に生くる 愛する者も、 

  与えられしもの、そのすべてを。 

 ♪恵みのみちびき 豊かなれば、 

  わがなすすべては 祝福うけ、 

  喜びもて いそしむわれは 

  心より歌わん、「よき主よ、アーメン」。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「創世記を読み返して」  白根 義輝 

どなたがおっしゃっていたのか覚えていま

せんが,イスラエルを旅行すると,聖書がよりよ

く分かるとお聞きしたことがあります。 

そこで,いつかはイスラエルに行き,ガリラヤ

地方やエルサレムを訪れたい,イエス様の足跡

を少しでも味わってみたいと思っていまし

た。その前にもう一度聖書を通読する必要が

あると考えました。元来が怠け者ですので,な

かなか読み始める踏ん切りがつかず,手付かず

の状態でした。コロナの影響で外出を控え,自

宅にいる時間が増えたので,いいチャンスと思

い読み始めました。コロナ終息後もちゃんと

続くか,今からとても心配です。 

 以前,まだ働いていた時は,一日 5 章と決めて

読んでいました。今回は短めで一日 2 章と決

めました。5 章の中に長い章がいくつかあると

義務的になり,深く意味を考えたり味わったり

することなく,ただただ一日のノルマをこなせ

ばいいと,読み急ぐようになってしまったから

です。 
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時間をかけてゆっくり読むと,今まで見えな

かった発見や疑問が出現しますが,今更,聞くに

聞けないような内容が殆どです。何とか,この

世の旅路を終える前に解消させたいと願いな

がら読んでいます。 

私は,ずっと映画やドラマの主人公は,美男子

や美女ばっかりだなと思っていました。これ

は,幼い頃から刷り込まれてきた情報の影響だ

と考えていましたが,神様も美男美女がお好み

ではないのかと思うようになりました。以下

にその理由を挙げてみます。 

神様から特別に祝福された,アブラハム・イ

サク・ヤコブ（イスラエル）の奥さんたちは,

全員美人でした。 

・アブラム（アブラハム）の妻サライ（サ

ラ） 

気が弱く小心者で身勝手なアブラムは、保

身のために妻サライを妹だと２回も偽りまし

た。 

エジプト人が大変美しいサライを見た時,夫

である自分が殺されかねないので,わたしの妹

だと言ってほしいと頼んだ。その結果,サライ

はファラオ王に召し入れられた。（１２：１１

－１３） 

 アブラハムがネゲブ地方へ移った時,再びサ

ラを妹だと偽ったので,サラはアビメレク王に

召し入れられた。（２０：１－２） 

 神様がアブラハムにサラを祝福し諸国民の

母とする,と告げられた時,アブラハムはひれ伏

しましたが,笑ってひそかに言いました。「百歳

の男に子供が生れるだろうか。九十歳のサラ

に子供が産めるだろうか」（１７：１７） 

態度と腹の内が全く違う,不信仰の極みだと思

います。人のことを言えた義理ではありませ

んが。 

しかし,アブラハムは,９回裏,逆転満塁ホーム

ランを打ったのです。モリヤで山に登り,老人

になってから与えられたイサクを,焼き尽くす

献げ物としてささげなさいと神様に命じられ

たアブラハムは素直に従いました。       

そして,イサクを刃物で殺そうとした時,御使

いの「その子に手を下すな」との声を聞き信

仰が認められました。（２２：１－１３） 

 ・イサクの妻リベカ  

リベカはアブラハムの兄弟ナホルとその妻

ミルカの息子ベトエルの娘で,際立って美しく,

男を知らない処女であった。（２４：１５－１

６） 

 飢饉があった時,イサクはゲラル地方に移り

住んだ。神様はイサクを祝福し,土地を与える

というイサクの父アブラハムとの契約を成就

すると言われました。それにも関わらず,その

土地の人たちに妻リベカのことを尋ねられる

と,お父さんと同じように妻リベカをわたしの

妹ですと言ってしまったのです。似たもの親

子だと同時に,きれいな奥さんをもらうと苦労

が多いと思いました。私の場合は？それ以上

のコメントは差し控えます。 

 そのリベカは,長男であるエサウが受けるイ

サクからの祝福を,イサクを騙して弟ヤコブが

祝福されるように画策したのです。 

 エサウの復讐を恐れたヤコブは,リベカの兄,

ラバン伯父さんの所へと旅立ったのです。 

 

 ・ヤコブの妻レアとラケル 

ラバンには,レアとラケルという二人の娘が

おり,姉のレアは優しい目をしていたが,妹ラケ

ルは顔も美しく,容姿も優れていた。２９：１

６－１７ 
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伯父のラバンもリベカ同様悪知恵が働き,ヤ

コブはレアとラケルのために 14 年間,6 年はラ

バンの家畜の群れのため 20 年間働きました。

そして,主がヤコブに,「。あなたは,あなたの故

郷である先祖の土地に帰りなさい。わたしは

あなたと共にいる。」と言われたので,ラバンの

下から旅立ちました。旅の途中で,神様から,

「あなたの名はヤコブである。しかし,あなた

の名はもはやヤコブと呼ばれない。イスラエ

ルがあなたの名となる。」と名付けられまし

た。（３５：１０） 

その後,ヨセフの物語へと続きます。ヨセフ

が見た夢を言わなくてもいいのに 10 人の兄た

ちに語り,「夢見るお方」として憎まれまし

た。そして,商人に売られエジプトに連れて行

かれました。ヨセフを買い取ったのは,ファラ

オの宮廷の役人でした。主人から信頼された

ヨセフは家や財産の管理をすべて任せられま

した。ヨセフは,顔も美しく体つきも優れてい

た（３９：６） ので,主人の奥方に言い寄ら

れましたが全く受け付けませんでした。とう

とうイケメンのもて男ヨセフは,奥方に嘘をつ

かれて牢獄に入れられてしまいました。 

創世記だけでもたくさんの人物が登場しま

す。しかしながら,長所よりもより短所が目立

ちます。だから,私は,安心できます。神様は,不

完全な人間を,忍耐強く,愛と責任をもって導い

てくださることがよく分かるからです。 

ヨセフは,何と私の人生は不幸の連続なんだ

ろうと思ったかも知れません。しかし,エジプ

トのみならず,当時の世界を飢餓から救済する

立役者となりました。禍を転じて福と為すや

塞翁が馬などとは,スケールが全く違います。 

ヨセフが自分を裏切った兄たちと和解する

時の言葉が心に沁みます。 

「あなたがたはわたしに悪をたくらみました

が,神はそれを善に変え,多くの民の命を救うた

めに,今日のようにしてくださったのです。」 

 全ては神様の御心であり,恵の下にわたした

ちもいることが確信できるからです。 

 

 

 

                    

 

                 カナンの地  

 

育児を通して思うこと ③ 横浜編  浅輪一郎  

「あなたがたも知っているように、異邦人の間では、支配者と見なされている人々が民を支配

し、偉い人たちが権力を振るっている。しかし、あなたがたの間では、そうではない。あなたが

たの中で偉くなりたい者は、皆に仕える者になり、いちばん上になりたい者は、すべての人の僕

になりなさい。」（マルコによる福音書１０：４２－４３） 



8 

 

  ゼベダイの子ヤコブとヨハネは、栄光を受

ける際、一人をイエスの右に、もう一人を左

に座らせて欲しいとイエスにお願いをしまし

た。そして、それを聞いた他の十人の弟子も

ヤコブとヨハネのことで腹を立て始めまし

た。上記の引用は、そのことに対してイエス

様が仰ったことです。私は前号の「あかしび

と」で、勉強が出来るようになることによっ

て子どもの成功を願う親も、コミュニケーシ

ョン能力を高め経営者になることによって子

どもの成功を願う親も、結局は、自らや自ら

の子どもの利益しか考えていないという点で

は同じではないかと述べました。その姿は、

自分だけが主の栄光に授かることを目指すゼ

ベダイの子ヤコブとヨハネ、そして、出し抜

かれたと感じて彼らに腹を立てた他の十人の

弟子と、さして変わらないのかもしれませ

ん。イエス様が仰った「偉くなりたい者は、

皆に仕える者になり、いちばん上になりたい

者は、すべての人の僕になりなさい。」という

言葉は、十二弟子にのみならず、自分もしく

は自分の子どもが偉くなることしか考えられ

ない、現代の私たちにも語りかけられている

のではないでしょうか。 

 私は、日本バプテスト神学校に入学して以

来、神学生の為に、信徒の為に、地域の方々

の為に、全力で、しかも嬉々として仕えて下

さる先生方を間近に見てきました。その姿は

人を変える力を持っています。私もその働き

と喜びの根拠になる方についての学びを深

め、いずれは行って同じようにしたいと思わ

ざるを得ないのです。  

 昨年、私が実習でお世話になった関東学院

教会がある関東学院大学の正門には石碑があ

ります。 

そこには「人になれ 奉仕せよ」と力強く刻

まれていて、偉くなることの真意を、改めて

思い起こさせてくれるのです。（日本バプテス

ト神学校 2019 年度実習生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あかしびと 99 号、100 号での「育児を通

して思うこと」①ニューヨーク編 ②シア

トル編 の続編です 

＊日本バプテスト神学校より実習生として

今年度は鈴木利子姉を迎えています 
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コロナ禍に思う 白井 豊子

 コロナで世界が今のように変わるとは予想

もつかないことであった。 

 ｢ステイホーム｣と叫ばれ、外出をできる限

り控えるようにとの事で、内向きの生活をし

なければならなくなった。 

 私はコロナ以前は毎日のように、外出して

いる日常であった。月、火曜日は二時間ずつ

の養護施設でのバイト。水曜は学びの会。木

曜は書道のおけい古、金曜は学びの会、日曜

は教会であった。しかし、コロナ禍で仕事は

もちろん、学びや教会も中止となり、行く場

がなくなった。毎月三～四日間行っていた安

曇野にももちろん行けなくなった。 

 安曇野の友人は格別困った様子でもなかっ

た。それは畑仕事をしたり、自然散策をした

り、親しい友人どうしの交流をしたりと、い

つも通りに過ごしているとの事だった。 

 また一生を通しての仕事、信念をもって仕

事をしていた方たち…牧師さん、音楽や書の

先生方…も自らのテーマを追求して励んでお

られた。 

 私はと言えば、外から刺激をもらって日々

過ごしていたからだろう、内側から湧き出る

もので生きていないからかもしれない。だか

ら何か気力がなく、休眠状態の三月、四月、

五月を過ごした。 

 田舎と呼ばれる所ではコロナ患者はあまり

出ない。自然（緑・水・空気）の美しい安曇

野では一人も患者は出てないという。便利さ

を追求し、機械文明の象徴のような都会で

は、人が密集し、忙しく動き、緑の少ない

中、空気も汚れており、コロナが発生しやす

い。 

 文明の見直し、自然回帰、手作りのよさ、

スローライフなど、コロナ禍を通して呼びか

けられているのだろう。 

 

 

「失ってわかったよ」  白井 豊子 

古希を迎える時、自分のこれまでの人生をふり返る機会があった。 

 時を同じくして、ガンを患った友人二人に出会い、彼女らと話していく中で、自分がガンにな

った時の体験が思い起こされてきた。彼女たちにそれを語ろうとして時、ふと心に浮かんだのが

次のようなことばである。 

 

失ってみて初めて知ったよ 

 今まであたりまえにあったことが   

  いかに大切であったかを。 

 

 病を得て知ったよ 

  健康はなにものにも かえがたく 

   すべての基になるものかと。 

 

 けがをして知ったよ 

  人の体は神の最高の作品であるかを。 

 恩人の死にあって知ったよ 

  いかに多くの恩恵をうけて 

   今の自分があるかを。 

 身近な人との別離を通して知ったよ 

  さびしさを抱えながらも 

  自分らしく生きねばならないかを。 

 災害や事故で一瞬にして失ったら 

  平穏な日常はいかに貴いかを知るだろう 
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  失った人､物､時も、もう元には戻らない 

 「元に返して」といかに叫んでも戻らない 

 

 人の体も失ったのを抱えながら認めながら 

  生きていくしかない。 

「これまで無理させてきて、ごめんね。 

  有難う。これからは一層負担をかけるけ

ど 

  よろしくね」  

 と、体にあいさつを送ろう。 

 

 離別や死別においても、もうその人は 

  戻らない。 

 体へのあいさつと同じように 

  ゆるしに向けて努め、感謝の念を抱き、 

  受けた恩恵を他の人に返していくことを 

   誓いたい。 

 

 様々な失いを通して 

  「本当に大切なのは何ですか」 

 と、問われていくのだ。 

 平穏に過ごさせていただく恵みに 

  感謝しながら生きていこう。 

   （2020 年 2 月 23 日夜記す） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地の塩」「世の光」     2020. 6．２６. 

  ー マタイによる福音書５章１３－１６ －        梅谷 興三 

 

新型コロナウイルス 緊急事態宣言（4 月 7

日） をうけて 自宅にいることが多くなり

ました。教会でも手の消毒は勿論、礼拝の他

は会合をとりやめました。礼拝自体も席をあ

けて座ることとなっています。   

６月２５日現在国内の感染者数（累計）は

全国で約２万人、死者は約１０００人になっ

ています。6 月にはいって、感染の発生が落ち

着いてきたことと経済の低迷による企業等の

これ以上の赤字傾向からのぬけだすため緊急

宣言を解徐するになりました。バランスが難

しいところです。 

経済的な支援は政府に任せるにしても、キ

リスト者としては何か貢献できることはない

のでしょうか。これは聖書に親しんできたも

のの素朴な疑問です。とりあえずは 自分自

身が感染対策をしっかりやることだと思いま

す。つまりマスクを忘れず、手を清潔にする

ことまた栄養や休息をとり、抵抗力を弱めな

いことが大切といわれています。通勤を余儀
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なくされる方々、人との対応が必要な仕事の

方々は大変だと感じます。観光業の経済にた

いする寄与度をもとにもどすことは容易では

ないと思はれます。 

また新型コロナウイルスの状況からみると

治療方法は隔離し、安静させるだけの対症療

法がメインときいています。従ってことは簡

単には終息しないように思います。有効な施

策は新型コロナに対するワクチンの開発だそ

うです。それには莫大な費用がかかり、普通

最低一年はかかると云われています。仮にで

きても、その有効性、副作用をしらべるのに

時間がかかるからです。 

赤字経営がほうぼうで発生、経済の沈滞か

ら脱するため緊急事態宣言が解除されました

が、東京都を中心に感染者数は増加に転じて

います。 

まだ必ずしも把握できていない新型コロナ

ウイルスの実態を把握することが大事です

が、与えられた情報の整理でしょうか。それ

から、徐々に 個人的な対応だけでなく、み

んなが関心を持ち、困っている人がおれば、

耳を傾け、組織的に対応が出来れば素晴らし

いと思います。これは容易なことではないで

しょうが、すこしずつでも道はかならず開け

てゆくに違いありません。   

なお厚生労働省からの 6 月 26 日付けの新コ

ロナに関する政府の方針Ｑ＆Ａ（抜粋）をご

参考に供します。 

１ 人と人との間隔；出来るだけ２ｍ開ける

（最低１ｍ）  

２ 会話する際；可能な限り真正面を避け

る。 

３ 外出時や屋内でも；間隔が十分とれない

とき、症状がなくてもマスクをつける。 

４ 家に帰ったら まず手や顔を洗う。すぐ

に着替える。 

５ 手洗い；30 秒程度かけて水と石鹸で丁

寧に洗う。 

６ その他 

・高齢者、持病のある方は体調管理を十

分に。 

・感染経路の中心は飛沫感染と接触感染だ

が閉鎖空間での会話は感染を拡大するリ

スクがある。 

・出来るだけ（外との）換気をよくす

る。 

・無症状の人からの感染も指摘されてお

り。油断は禁物 

・身の回りのものの消毒 除菌。 

  熱水、塩素系漂白剤（次亜塩素酸ナトリュ

ウムー使用方法 要注意―）、アルコール

消毒剤、住宅用 台所用洗剤（界面活性剤）

など。 
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「主イエスのもとに行こう」 

                      ローマの信徒への手紙５章：１２-１５節 

                      マタイによる福音書１０章２６-３３節 

                                 森島 惠 牧師  

何かに恐れを抱くという経験は誰にでもあ

ると思いますが、特に今年に入ってからの新

型コロナウイルスの禍は多くの恐れを人間に

もたらしました。病のことはもちろん経済問

題、教育問題、差別などの社会問題など多岐

にわたって私たちを不安にしています。その

ような中で今日与えられた聖書は、主イエス

が「恐れるな」という言葉を三度繰り返され

たところです。人間は時代を超えて様々なも

のに恐れ慄きながら生きて来ました。「何も怖

がらないで安心して生きて行きなさい」とい

う御言葉に溢れた聖書は、そのような人間を

恐れから解放する＜信仰＞というものを伝え

続けて来ています。 

 さて「恐れるな」という主イエスの言葉

は、今日の箇所の少し前にある十二弟子の選

びの後、彼らを派遣するに当たっての主の言

葉の中に出て来ます。派遣されて行く弟子た

ちへの主の言葉は「・・・帯の中に金貨も銀

貨も銅貨も入れて行ってはならない。旅には

袋も二枚の下着も、履物も杖も持って行って

はならない。」（マタイ 10：9－10）、「わたし

はあなたがたを遣わす。それは、狼の群れに

羊を送り込むようなものだ。…」（同 10：16）

など、迫害の予告もあって厳しい旅になるこ

とを示唆するものでした。今日の箇所はその

続きで、「人々を恐れてはならない。覆われて

いるもので現わされないものはなく、・・・。

わたしが暗闇であなたがたに言うことを、明

るみで言いなさい。耳打ちされたことを、屋

根の上で言い広めなさい。体は殺しても、魂

を殺すことのできない者どもを恐れるな。む

しろ、魂も体も地獄で滅ぼすことのできる方

を恐れなさい。」（同 10：26－28）というもの

です。伝道者のあるべき姿勢を教えるこの言

葉は同時にキリスト者として生きる私たちの

生き方を示すものでもあります。主イエスに

教えられた言葉を心に刻み、恐れることなく

日々出会う人々に福音を証しして行く。その

時恐れるのは魂を殺すことの出来ない人間で

はなく、体も魂も滅ぼすことの出来る＜神の

みを畏れよ＞と主イエスはおっしゃっていま

す。迫害の中にあってもいつも共にいてくだ

さる神を敬い畏れつつ、祈りと共に伝道に励

む時、私たちは人間を恐れることから解放さ

れるのです。 

 また病の中で死を恐れるという場合もあり

ます。そのような時何よりも大切なのは真の

神に全幅の信頼を置いて従い行くという姿勢

です。独り子を賜うほどに世を愛してくださ

った神、その神に自分も愛されているという

確信を持って自身も神を愛して行く、その中

で私たちは神によって支えられ、死を恐れる

ことからも自由にしていただけるのです。こ

の<神に信頼を置く＞について主は「・・・雀

の一羽さえ、あなたがたの父のお許しがなけ

れば、地に落ちることはない。・・・だから、

恐れるな。」と続けておられます。天地万物を

創造しそのすべてを喜び保持し統べ治められ

る神、この神の愛と真実を知っておられたの

は十字架の道を歩まれた主イエスお一人でし

た。その主が示された＜私たちの父である神

の愛＞の中に生きるという信仰に立つ時、私

たちは神の憐みによってすべての思い煩いや

恐れから解放され、真の慰めをいただくこと

になるのです。「神の恵みと一人の人イエス・

キリストの恵みの賜物とは、多くの人に豊か

に注がれるのです。」（ローマ 5：15）というパ
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ウロの言葉があります。主のもとに心を一つ

にして進んで行きましょう。 

(要約 羽入田悦子) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月から全面的に中止してきた教会のプログ

ラムでしたが、6/7（日）第一主日より、２か

月ぶりに、礼拝堂での礼拝を再開できまし

た。 

やはり皆さんと礼拝堂に集まっての礼拝は、

何にも代えがたい、喜びです。

 

次々と押し寄せる試練の波・希望の「出口」まで、神様のお導きを祈りながら 犬塚志朗 

 

この数年間、田舎暮らしで私は豊かな大自

然に囲まれ、まるで、昼も夜も天国で幻想の

世界で居住しているような楽しい生活をして

きました。 

ところが昨年の秋より一変しました。横須 

賀の自宅に戻って、台風 15 号、19 号の強風

雨で古木造の我家が揺さぶられて震えあが

り、そしてすぐ後、入院手術の予告、入院、

全身麻酔で人工呼吸器・意識不明、目覚めた

ときは朦朧として腕に点滴針が刺され痛みを

 

説教要約者 当日の感想 

「独り子を賜うほどに世を愛された神。その神に自分も愛されているという確信を持っ

て・・・」との先生のお言葉。思い出すたびに胸が熱くなります。 

雀のお話のところで、ロバート・ブラウニングの詩の最後の一節「神、そらに知ろしめ

す。すべて世は事も無し。」を思いました。そしてとても幸せな気持ちになりました。

神のみを畏れ敬い、何事があっても恐れることなく、出会う方々に福音を証しして行く

者となりたいと強く願っています。お導き、ありがとうございました。（羽入田悦子）  

説教要約について 

説教要約に関しては一度もお願いしたことはありません。これまでこの方のように、

説教を聞き取って感想を送ってくださる信徒の方は皆無でした。驚きの集中力と文章力

のある方です！ 

そうしているうちに要約を書き送ってくださるようになり、週報の裏面に掲載してい

ます。私にとっては、どのように聞き取られるか、語る言葉が届いているかなど反省す

ることをたくさん教えられて、本当に感謝しています。（森島 惠）  
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こらえて床に臥せた生き地獄の生活をしまし

た。（退院後の主治医がにこやかに説明するこ

とには「すべて順調に回復している」とのこ

と、でも信じられず…）やがて、新型コロナ

ウィールスの世界襲撃のニュースが飛び込

み、気が小さく、生温い緩慢な人生を過ごし

てきた私には試練のときが始まりました。精

神的に追い詰められ、少しの発熱にも怯え、

息苦しさも感じました。しかも自粛、避三

密、その影響下で経済的にも破綻しそうな暗

い世界のニュースが飛び交い、次から次へと

私の心は闇のスパイラルにハマってしまって

……。 

年齢と経験を重ね心静かに過ごすべき後期

高齢者としてはお恥ずかしいばかりです。神

様に絶対の信頼をおいて生活していれば、何

も不安に煽られることがなく平穏な日々を過

ごすことができるのに…。 

苦境に立たされた時こそ、人生に対する姿

勢が問われています。苦しみや悲しみに押し

つぶされそうなとき、神様が近くに寄り添

い、希望の「出口」まで、必ず神様が導いて

くださることを忘れずにいれば、心静かに、

平穏な暮らしができるのに…その結果、免疫

細胞（NK 細胞）が活性化し、体調回復、悠々

自適に過ごせるのに…。戦々恐々として暮ら

しているネクラの私には今回の新型コロナ流

行はよい経験ともいえます。 

 自粛生活の中で世界の疫病感染と社会的変

化について多くのことを学びました。世界的

な疫病は定期的にやってくること。ウィール

スは進化していること。100 年前のスペイン

風邪では、世界第一次大戦の死者数の 4 倍の

人が感染で命を落としたこと。14 世紀に発生

した黒死病の流行でヨーロッパの全人口の 30

～60％が死亡。その後イタリアから西欧各国

へとルネサンスが起こりました。定期的に生

じる各疫病感染流行後にはいわゆるノーマル

スタンダードが大きく変化して生活環境が大

きく変化してきたこと、等々。 

今回の疫病で、日本の働き方改革が、混雑

した通勤会社勤務からテレワーク・リモート

ワーク・在宅勤務へ、東京一極集中から地方

への分散へ。在宅勤務の効率の良さ、会社の

年功序列上下関係から実力主義へ、義理で参

加する上司との飲みにケーションから、在宅

で上司抜きのオンライン飲み会へ。まったく

の無収入になって破産しそうな業者と 2 倍に

も 3 倍にも収入が増えている業者、等々、大

きく変わろうとしています。 

それにしても世界全体の平和を顧みないで

自国の利益ばかりを追求するあまり、温暖化

に拍車がかかり、豪雨、大洪水、土砂崩れ

等々、環境悪化に加速が激しくなってきまし

た。コロナウィールスは人間関係までも破壊

し始め、コロナ離婚、コロナ疎開、偏った正

義感や嫉妬心による私的な取り締まりや攻

撃、コロナ自警団、自粛自警団、自粛ポリ

ス、不安感による買い占め･･･。 

 

 神様の声が聞こえてきます 

「人類よ、目を覚ませ‼」 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

ヴィヴィアン・R リーチ作  

「コロナウィールスより 

人類への手紙」 

皆様にネットでの検索を 

お薦めします 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A3%E7%BE%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A3%E7%BE%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AB%89%E5%A6%AC%E5%BF%83
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%96%E3%82%8A%E7%B7%A0%E3%81%BE%E3%82%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%94%BB%E6%92%83
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%94%BB%E6%92%83
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8D%E5%AE%89
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☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

 新コロナウイルス予防対策のため、４、5 月中の教会堂で

の主日礼拝及び週間プログラムは中止しました。但し、  

主日礼拝は、通常通り、ネット配信 で行いました。各自、

自宅の PC で教会のホームページ「礼拝ページから」、ネット

配信を通して主日礼拝を守りました。 

 4 月 12 日のイースター、5 月 31 日のペンテコステも 

 在宅オンラインで  礼拝を守りお祝いしました。 

 

 

 ～教会堂での主日礼拝の再開～  
 

 金沢文庫キリスト教会では、国内外の「新型コロナウィルス感染拡大の猛威に大きな危

機感を覚え、緊急の臨時役員会を開き、ウィルスへの予防対策として、4 月より５月ま

で、教会堂での＜主日礼拝＞及び＜週間プログラム＞を全面中止する決定をしてまいりま

した。 

 しかし、今回の緊急事態宣言の解除をうけ、６月より日曜日での主日礼拝を再開するこ

とと致しました。但し、教会での週間プログラムは、しばらく中止と致します。 

 また、主日礼拝のネット配信は、今まで通りに致します。教会員の皆さまには、ご自宅

の PC で、教会のホームページの「礼拝ページ」から、毎週の教会での礼拝（YouTube）

をいつでも観ることが出来ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CS 教師就任式を経て、7 月より教会学校が再開され

ました。初日は CS 生徒進級式、礼拝は生徒による司

式、そして CS 教師のメッセージ。コロナ禍で休校中

の生徒は出席を控えていました。 
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☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

主日礼拝・Church Café 講座の御案内 
 

主 日 礼 拝    日曜日 10:30～12:00  (教会学校 9：00～10:30)  

キリスト教入門講座 水曜日 10:30～12:00  テキスト：「日本の信徒の｢神学」｣ 隅谷三喜男著 

賛美歌を歌おう会 木曜日 10:30～12:00  健康体操、発声練習、賛美歌練習、祈祷会         

聖書研究会     土曜日 13:00～15:00  

 

You Tube で礼拝を受信する方法 

＊金沢文庫キリスト教会は、礼拝を YouTube Live で配信しております 

以下の教会ホームページから見ることが出来ます 

http://kanazawabunkochurch.sun.bindcloud.jp/WORSHIP.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 （広報委員会：記 犬塚志朗）  

2020 年度主題聖句 「喜ぶ人とともに喜び、泣く人と共に泣きなさい」 

ローマの信徒への手紙 12 章 15 節を掲げて出発しました。が、新型コロナ禍、豪雨、大洪水、

と悲しいニュースで心が押し潰されそうです。このような時にこそ神様を信頼して、希望を抱い

て歩んでいきたいものです。これまで多くの方々のお祈り、ご支援をいただき感謝申し上げま

す。皆様に神様の御加護、豊かな祝福がありますようお祈りいたします。在主 

 

7 月より毎週のﾁｬｰﾁ･ｶﾌｪ 

講座が再開しました 

三密を避け、広がって着席 

水：キリスト教入門講座 

木：讃美歌を歌おう会 

土：聖書研究会 

日々 ＜正午の祈り＞ を続けています 

 ・新型コロナウィルスの感染が収束するように、また罹患された人々のために 

 ・豪雨災害のために甚大な被害を受けている方々のために 

 ・ご病気の方々、介護されている方々、医療に携わっている方々に主のお支えを 

・その他       神の癒しと慰めを祈りましょう 
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